
事例６ 社会的事象の見方・考え方を働かせるために指導方法を工夫した事例 

〇学年    第３学年 

〇主な領域  内容（２）ア（イ）・イ（イ）店ではたらく人 

 

〇事例のポイント  

 ①単元を通した学習の見通しを持ち、社会的事象の見方・考え方を働かせて見学計画を作成、

見学・調査できるようにする。 

②社会的事象の見方・考え方（事象や人々の相互関係）を働かせることで、消費者と販売者の

立場で考え、比べる活動を通して、販売の仕事の工夫について多角的に考えられるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 小単元名 「店ではたらく人」（１３時間） 

２ 小単元について（略） 

３ 小単元の目標と評価規準 

⑴ 目標 
地域に見られる販売の仕事について、消費者の願い、販売の仕方、他地域や外国との関わり

などに着目して、見学・調査したり、地図や広告などの資料で調べたりして、白地図などにま

とめることで販売の仕事に携わっている人々の仕事の様子を捉え、それらの仕事に見られる工

夫を考え、表現することを通して、販売の仕事は、消費者の多様な願いを踏まえ売り上げを高

めるよう、工夫して行われていることを理解できるようにするとともに、学習問題を追究・解

決しようとする態度を養う。 
 

⑵ 評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①消費者の願い、販売の仕方、

他地域や外国との関わりな

どについて、見学・調査した

り地図などの資料で調べた

りして、必要な情報を集め、

読み取り、販売に携わってい

る人々の様子を理解してい

る。 

①消費者の願い、販売の仕方、

他地域や外国との関わりな

どに着目して、問いを見い

だし、販売に携わっている

人々の仕事の様子について

考え、表現している。 
 
②調べたことを消費者の願い

①地域に見られる販売の仕

事について、予想や学習計

画を立てたり、学習を振り

返ったりして、主体的に学

習問題を追究し、解決しよ

うとしている。 

ＩＣＴを活用した主な学習場面   ・児童の考えを可視化、共有する学習活動の工夫 

ＩＣＴ活用の利点 

①共同編集ソフト（オクリンクプラスなど）を活用することによって、多様な考えに触れながら 

自分の考えを整理し、深めることができる。 

②振り返りを蓄積することによって、児童が自らの学びを振り返り、変容を実感することがで 

きる。 



②調べたことを白地図や文な

どにまとめ、販売の仕事は、

消費者の多様な願いを踏ま

え、売り上げを高めるよう、

工夫して行われていること

を理解している。 

と関連付けて販売の仕事の

工夫を考え、適切に表現し

ている。 

 
４ 小単元の指導計画・評価計画（１３時間） 

過
程 〇主な学習活動 ・学習内容 

【評価の観点】内容＜方法＞ 
※網掛けは評価した結果を記録に残す場面 

資料等 

つ
か
む 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

①児童の生活経験を基に、普段よく

行く店について話し合う。 
・地域にある様々な種類の店とそ

の分布 
・買い物調べカードのかき方 

 
 

【知・技①】 
学校周辺の店について地図などの

資料で調べ、店の種類や位置、分布

について理解している。 
〈発言・ノート〉 
 
 
 

・さまざま

な店の写

真 
・買い物調

べカード 

②買い物調べの結果から学習問題を

つくる。 
・よく買い物に行く店の分布 
・その店によく買い物に行く理 
 由 

 ・商店街に行く人もいるが、スー 
パーマーケットに行く人が多 
い。スーパーマーケットには何 
かひみつがあるのか。 

 ・働いている人はどのような仕事 
をしているのか。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

【思・判・表①】 
 消費者の願い、販売の仕方などに

着目して、問いを見いだしている。 
〈白地図・発言・ノート〉 
 

 
 
 
 

 
 

・学校周辺

の白地図 
・買い物調

べカード 

学習問題 
 スーパーマーケットで働く人は、たくさんのお客さんに来てもらうため

に、どのような工夫をしているのでしょうか。 

事例のポイント② 

消費者の視点からそれぞれの店に

行く理由を話し合うことでよく行

くお店について整理・分析ができる

ようにする。 

編 P49 指導計画作成の留意事項⑵ 

事例のポイント① 

社会的事象（事象や人々の相互関係）に着目して学習問題を導き出せるよう

に、買い物調べの整理・分析の結果から、消費者側の意識だけでなく、商店

側にも工夫があるであろうことに着目させる。学習問題を作る際には、児童

が今後の学習で追究する方向性を意識できるようにする。 



つ
か
む 

③④生活経験や売り場のイラストを

もとに学習問題について予想し、

学習計画を立てる。 
・学習問題解決に向けた予想 
・学習計画（見学計画） 
・見学カード 
 
 
 
 
 

 
【見学の視点】 
①品ぞろえ（種類・個数・産地など） 
②売り場（並べ方・売り方・値段のつ

け方・宣伝の仕方など） 
③働いている人の様子 
④設備（駐車場・リサイクルコーナ

ー・レジなど） 
 

【態①】 
 地域に見られる販売の仕事につい

て、予想や学習計画を立て、解決の

見通しをもっている。 
〈発言・ノート・見学カード〉 
 
 
 
 
 
 
 
 

・見学カー

ド 
・売り場全

体を俯瞰

するイラ

スト 

調
べ
る 

⑤⑥⑦スーパーマーケットの見学を

通して、スーパーマーケットの売

り場や商品、働く人の様子につい

て調べ、ノートにまとめる。 
・売っているものとその種類 
・商品の産地や並べ方 
・商品の紹介の書き方 
・働く人の数や様子 

【知・技①】 
 販売の仕方などについて、見学・

調査したことをまとめ販売に携わっ

ている人々の仕事の様子を理解して

いる。（見学カード・発言） 
 
 
 

・見学カー

ド 
・スーパー

マーケッ

トの店員 
・店内マッ

プ 
 
 
 

⑧写真資料や働く人の話を基に、商

品の並べ方などに注目し、スーパ

ーマーケットで働く人がどのよう

な仕事をしているのかを調べ、ノ

ートにまとめている。 
 ・働いている人の工夫 

【知・技①】 
写真や働く人の話を基に、商品の

並べ方には、消費者の願いが関係し

ていることを理解している。 
〈発言・ノート〉 
 
 
 
 
 

・商品が並

んでいる

写真 
・働く人の

写真 
 

編 P49 指導計画作成の留意事項⑵ 

事例のポイント① 

社会的事象の見方・考え方を働かせて見学・調査ができるようにするため、

売り場のイラストも参考に、見学・調査する視点を「品ぞろえ」「売り場」

「働いている人の様子」「設備」などに焦点化したり、インタビューの内容

を決めたりする。 

編 P49 指導計画作成の留意事項⑻ 

編 P49 指導計画作成の留意事項⑵ 



調
べ
る 

⑨写真資料や働く人の話を基に、商

品の売り方に注目し、スーパーマ

ーケットで働く人がどのような仕

事をしているのか調べる。 
・売り方の工夫 
・商品の加工 

【知・技①】 
 写真やお店の人の話を基に、お店

で働く人は、様々な消費者の願いに

応えるよう、販売の仕方を工夫して

いることを理解している。 
〈発言・ノート〉 
 
 
 
 
 
 

・様々な大

きさや数

の商品の

写真 
 

⑩品物の値札や広告を基に、スーパ

ーマーケットで売られている多く

の品物はどこから運ばれてきてい

るのかを調べ、ノートにまとめる。 
・品ぞろえ、広告 
・産地、国旗 
・商品の仕入れの工夫 

【知・技①】 
地図帳や地図を基にスーパーマー

ケットに並ぶ品物は、国内だけでな

く外国を含めた、他地域との関わり

によって成り立っていることを理解

している。 
〈発言・ノート〉 
 
 

 

・値札 
・広告 
・白地図 
・地図帳 

⑪写真資料や働く人の話を基に、商

品の並べ方や売り方のほかに、ス

ーパーマーケットがどのような工

夫をしているのかを調べ、ノート

にまとめている。 
・バリアフリーの取組（貸し出し用

車いすなど） 
・ＳＤＧｓの取組（フードバンク 
など） 

・ポイントが貯まるアプリやお客

様の声、広い駐車場、リサイクル

コーナーなど 
・地域貢献（地域のＰＲコーナー 
など） 

【知・技①】 
写真やお店の人の話を基に、品物や

売り方の工夫のほかに、店が様々な

工夫していることを理解している。

〈発言・ノート〉 

・駐車場の

写真 
・リサイク

ルボック

スの写真 
・アプリ 

事例のポイント② 

同じ商品でも売り方に違いがあることについて、

消費者の視点、販売者の視点で考えさせることで、

それぞれの消費者生活スタイルとその願い、販売

者の工夫とが関連付いていることに気付かせる。 

編 P49 指導計画作成の 
留意事項⑵ 

編 P49 指導計画作成の留意事項⑹ 

事例のポイント① 

販売の仕方と消費者の願いを比べなが

ら考える活動を通して、販売の仕事の工

夫について、多角的に考えさせ、売り方や

並べ方だけでなく、消費者の願いがある

ことに気づかせる。 



ま
と
め
る 

⑫⑬単元の学習を振り返り、スーパ 
ーマーケットの仕事の工夫と消費 
者の願いを関係図に整理し、学習 
問題の結論をまとめる。 
・消費者の願いと販売者の工夫、地 
域や外国との関わりについて整 
理すること。 

・関係図をもとに、「つまりスーパ 
ーマーケットは、何のために工 
夫をしているのか」と問い、消費 
者の様々な願いを叶えるために 
工夫をしていることを話し合う 
こと 

・学習問題の結論をまとめること 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【思・判・表②】 
調べたことを消費者の願いと関連

付けて販売の仕事の工夫を考え、適

切に表現している。 
〈発言・ノート〉 
 
 
 
 
 
 
 
【知・技②】 
調べたことを関係図にまとめ、販 
売の仕事は、消費者の多様な願いを 
踏まえ、売り上げを高めるよう、工 
夫して行われていることを理解して 
いる。〈発言・ノート〉 
 
 
 
 
 
 
 
 

・今まで学

習してき

た資料 

 

５ 本時の学習指導（９／１３時間） 

⑴ 目標 

スーパーマーケットの写真や商店の人の話を基に、商店で働く人は、様々な消費者の願い 
に応えるよう、販売の仕方を工夫していることを理解することができる。〈知識・技能〉 
 
 
 
 

【学習問題の結論（例）】 
・スーパーマーケットではたらく人は、お客さんの様々な願いにこたえ、売り上げを高 

める工夫や努力をしながら仕事をしている。 
・年齢や生活の仕方など色々なお客さんがいて、それぞれの願いをかなえる工夫をして 

いる。表を見ると、お客さんの色々な願いをスーパーマーケットで働く人が叶えよう 
と工夫しているから。 

・はじめは、商品の種類をたくさん置くなどの工夫しか分からなかったけど、実際の店 
を調査して、ＳＤＧｓのような環境面にも気を使って工夫をしていることが分かっ 
た。ＳＤＧｓもお客さんの願いのひとつだと思う。 

・体が不自由な方の願いに合わせた工夫もしている。お客さんは、買い物しやすいお店 
だから、買い物に行くようになるのだと思う。 

※消費者の願いと販売者の工夫との関わりに触れる結論となるようにする。 

ＩＣＴ活用の利点① 

今までの学習の振り返り、共同編集ソフト（オク

リンクプラスなど）を活用して、消費者や販売者、

他地域や外国との関わりを意識しながら、視点別

に短冊に入力させ、まとめるようにする。 



 ⑵ 展開 

〇主な学習活動 ・学習内容 ・指導上の留意点 評価＜方法＞ 資料等 時間 

１ 同じ商品の違った売り方の写真か

ら気が付いたことを話し合い、課題を

つかむ 
 
 
 
２ いろいろな大きさや数で商品を売

っている意味を考え、話し合う。 
・バラ売り、袋売り、カット売り、加工

して売ることの良さや意味 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【ＩＣＴ活用の例】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・同じ商品でも大きさや数の違う

売り方の写真から、販売の仕方へ

興味関心を持たせる。 
 
 
 
・グループごとに視点を分け、それ

ぞれの良さについて考えさせる。 
・話し合いを通して、それぞれの販

売方法の良さについて理解させ、

消費者が選べることの良さに気

付くようにする。 
・スーパーマーケットで働く人の

インタビュー動画を見て、さまざ

まな大きさで売る理由を確認す

る。 
・スーパーマーケットで働く人は、

なぜそのような工夫をするのか

考えさせ、売上につながることに

気付かせる。 
・一つの工夫が、複数の願いにつな

がっていることに気付かせる。 
・ＩＣＴを活用し、意見を共有でき

るようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・いろい

ろな大き

さや数で

売られて

いる商品

の写真 
 
 
 
 
 
 
・インタ

ビュー

動画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ 
 
 
 
 
 

２０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

課題 スーパーマーケットでは、品物の売り方をどのように工夫しているの

でしょうか。 

評 写真やお店の人の話を基に、お店で働

く人は、様々な消費者の願いに応えるよ

う、販売の仕方を工夫していることを理

解することができる。【知識・技能①】＜

発言・ノート＞ 
 

⇒Ｂ規準に達しない児童への支援方法  
自分の買い物調べカードをもう一度見返 

し、具体的な消費者の願いと商店の工夫を

関連付けられるようにする。 

事例のポイント② 

 同じ商品でも売り方に違いがある

ことについて、消費者の視点、販売

者の視点で考えさせることで、それ

ぞれの消費者の生活スタイルとその

願い、販売者の工夫とが関連付いて

いることに気付かせる。 

ＩＣＴ活用の利点① 

 共同編集ソフト（オクリンクプラ

スなど）を活用し、それぞれの売り

場の写真をもとに、消費者の願いと

販売の仕方の工夫を短冊に書き出

し、整理させることによって、それ

ぞれが関連付いていることに気付か

せる。 

家族が少ないから使い

切れる量だけ買いたい 

 

【売り場写真（イメージ）】 

 

 

 



３ 他の商品では、どのような売り方の

工夫をしているのか整理する。 
・肉や魚の調理の仕方、総菜の作り方 
 
４ 分かったことをもとに話し合い、本

時の学習をまとめる 
 
 
 
 
５ 本時の学習を振り返り、ノートに整

理する。 
 

・写真を使いながら、他の商品の売

り方の工夫について見付けさせ

る。 
 
 
 
 
 
 
 
・本時の学習で新しく分かったこ

と、より調べてみたいこと、自分

の考えなど振り返りの視点を明

確にし、振り返りを充実させる。 
・ＩＣＴを活用し、振り返りが入力

できた児童は、他の児童の振り返

りを読ませ、自分の考えと比較で

きるようにする。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・他の売

り場の

写真 
（肉・野

菜・惣

菜） 

１０ 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
５ 

 

６ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 
スーパーマーケットではたらく人は、お客さんの願いに合わせて、商品の数を工夫したり、

商品を加工したりするなど、売り方を工夫している。 

ＩＣＴ活用の利点② 

 共同編集ソフトを活用し、振り

返りを共有することによって、多

様な考えに触れることができるよ

うにする。 

野菜の写真と 

値段 

（1 個分） 

課題 スーパーマーケットでは、品物の売り方を

どのようにくふうしているのでしょうか。 

たくさん使える 

ちょっと安くて 

おとく 

 

ちょっとだけ 

使いたい 

使い切れる量 

 

すぐ使える 

切ってあるから楽 

 

 

他の売り方ではどうなっているだろ

まとめ 

スーパーマーケットではたらく人は、お客さんの願いに合わせて、商品の数を工夫して売った

り、商品を加工して売ったりするなど、売り方を工夫している。 

様々なお客さんのねがい 

お店の人の工夫 

【写真】 

魚の調理 
 

【写真】 

さまざまな惣菜 
 

【写真】 
ネットスーパーの

品物 

お客さんのねがい 

・魚のほねをとって

ほしい 

・あと一品おかずが

ほしい 

・家でも買い物する

ものを選んで、す

ぐに受け取りた

い。 

野菜の写真と

値段 

（カット） 

はたらいている人の工夫 

たくさんのお客さん

に来てほしい！ 

野菜の写真と

値段 

（加工品） 



  ホワイトボード（モニター）に映す例 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 事例のポイントと考察 

⑴ 事例のポイントについて 

① 単元を通した学習の見通しを持ち、社会的事象の見方・考え方を働かせて見学計画を作成、

見学・調査できるようにする。 

    本事例では、児童が学習問題解決の見通しをもって見学・調査活動を行うために、社会的

事象の見方・考え方を働かせた見学・調査の視点を持つことができるように学習活動を展開

した。 

実際の授業では、見学の計画を立てる際に、学習問題を解決するためにはどのような視点

で見学するとよいのか話合った。その際、販売の仕事の工夫を事象や人々の相互関係に着目

してとらえられるよう児童の意見を、品ぞろえ、売り場、働いている人の様子、設備の４つ

の視点に整理した。見学では、４つの視点を意識しながら、調査、まとめている児童が多く

見られた。 

    

（例）「つかむ」過程で、学習問題の予想を考え、児童の発言等から社会的事象の見方を働か

せながら見学計画を作成する例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スーパーマーケットで働く人は、たくさんのお客さんに来てもらうために、

どのような工夫をしているのでしょうか。答えを予想してみましょう。 

たくさんお客さんに来てもらうために、スーパーマーケットの施設に工夫

があるんじゃないかな。 

お客さんにたくさん来てもらうように、みんながほしい商品を売っ

ていると思うよ。 

家族が少ないから使い

切れる量だけ買いたい 

 

【売り場写真（イメージ）】 

 

 

 

【写真】 

魚の写真と値段 

（一匹分） 

【写真】 

魚の写真と値段 

（カット品） 

【写真】 

魚売り場の様子 

（無料の調理受付） 

【写真】 

肉の写真と値段 

 

【写真】 

惣菜売り場の写真 

 

【写真】 

惣菜売り場の写真 

売り方の工夫について話し合う活動では、 
グループごとのスライドを投影する。 

他の商品の売り方について、写真を掲

示する。 



   

児童の声を生かし、見学の視点を 

   明確にした見学カードの例 

 

 

 

 

 

 

                   見学カードのメモより 

                    

 

 

 

 

 

 

① 社会的な事象の見方・考え方（事象や人々の相互関係）を働かせることで、消費者と販売者

の立ち場で考え、比べる活動を通して、販売の仕事の工夫について多角的に考えられるよ

うにする。 

    本事例では、スーパーマーケットの商品の売り方の工夫について、消費者、販売者それぞ

れの視点から考える活動を行った。 
    販売の仕事の工夫について消費者の願いと関連付けて考えることで、これまでに調査して

きた事実をもとに社会的事象の意味（販売の仕事の意味）に児童が迫ることにつながると考

えたためである。 
    実際の授業では、キャベツの様々な売り方について消費者の視点から、その良さを考える

ことで、それぞれの売り方には消費者のさまざまな願いがあることに気付くことができた。

その後、販売の仕事の工夫と消費者の願いを書き出し、整理する活動を通して、販売の仕事

の工夫と消費者の願いが密接に関連付いていることを見出すことができた。授業のまとめや

感想での発言やノートの記述より、スーパーマーケットの様々な売り方の工夫には、消費者

それぞれのライフスタイルによる様々な願いが反映していること、そして、その願いを叶え

ていくことがたくさんのお客さんに来てもらうことにつながっているという社会的事象の

意味（販売の仕事の意味）に、多くの児童が気付いている様子がみられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 

それぞれの売り方の良さを考えていくことで、

それぞれの売り方には、消費者の願いがあるこ

とに気付く児童が多かった。 

授業では、実物を見せながら話し合

いを行った。 

お客さんが商品を見やすく、とりやすいように工夫しておい

ていた。肉・魚・野菜コーナーが分かれていた。 
商品の中には、外国から来ている商品もあった。 
商品がどこにおいてあるか看板があった。 
魚や肉を切ったり、総菜を作ったりしている人がいる。 
たくさん買い物ができるようにカートがたくさんおいてい

た。 
お客さんの意見を聞いてはってあるけいじばんがあった。 
フードバンクという取り組みをしていた。 
学校のろうかと違って、通路が広かった。 



 

ＩＣＴの活用の利点 

①  共同編集ソフト（オクリンクプラスなど）を活用することによって、多様な考えに触れな 

がら自分の考えを整理し、深めることができる。 

共同編集ソフト（ミライシードのオクリンクプラスなど）を活用し、消費者の願いと販売 
の仕事の工夫を付箋に書き出し、整理する活動を行った。グループで話し合いながら考えを 
整理・編集することができる点や、簡単に作業できるため話し合いや思考する時間を十分に 
取れる点が利点である。また、他のグループの成果物を瞬時に共有できるため、多様な考え 
に触れ、自身の考えを深めることにつなげることもできる。 

 

②  振り返りを蓄積することによって、児童が自らの学びを振り返り、変容を実感すること 

ができる。 

共同編集ソフト（Google スプレッドシート）などを活用し、毎時間の振り返りの蓄積を行 

った。そうすることで、毎時間の自分自身の学びの軌跡を確認し、学習活動を通した自身の 
変容を実感することができた。また、他の児童の考え方に触れることができ、自分の振り返 
りの参考にしたり、他の児童の振り返りから新たな学びが発見したりすることができた。 

 
⑵  実践に当たっての留意点 

 ・各家庭での買い物調べをさせる際には、様々な家庭環境の児童が在籍することに十分留意す

る必要がある。学級の実態によっては、児童の買い物調べの内容を個々に発表させるのでは

なく、教師が事前に集計して学級全体の傾向として示すなどの配慮が考えられる。 
・共同編集ソフトを活用することで、他者の多様な考えに触れ、参考にすることが容易にでき

ることは大きな利点である。一方で、児童自身が一人でじっくりと考えることも必要である。

ＩＣＴを活用する際には、児童が一人で思考する場面と、集団で考えを広げ深める場面とを

バランスよく設けることが重要である。 
 


